
全
人
代
の
基
調
と
経
済
目
標

３
月
の
全
国
人
民
代
表
大
会
決
定

で
は
、
ト
ラ
ン
プ
第
２
期
政
権
の

「
ア
メ
リ
カ
第
一
主
義
」
を
強
く
意

識
し
て
、
中
国
は
「
あ
ら
ゆ
る
形
の

一
国
主
義
と
保
護
主
義
に
反
対
し
、

国
際
社
会
と
と
も
に
公
平
・
正
義
・

秩
序
・
多
極
化
を
守
り
、
互
恵
的
・

包
摂
的
な
経
済
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
推

進
す
る
」
と
表
明
し
ま
し
た
。

経
済
目
標
に
つ
い
て
は
「
経
済
成

長
」
５
％
前
後
（
前
年
並
）
「
都
市

部
新
規
就
業
者
数
」
１
２
０
０
万
人

（
前
年
並
）
と
や
や
控
え
め
で
す
。

し
か
し
、
景
気
回
復
の
た
め
「
財

政
赤
字
」
は
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
４
％
（
前

年
比
１
％
増
）
増
、
さ
ら
に
「
政
府

債
務
」
（
「
超
長
期
特
別
国
債
」
・

「
特
別
国
債
」
・
「
地
方
特
別
債
」
）

も
大
幅
増
、
積
極
策
に
出
て
い
ま
す
。

政
策
ポ
イ
ン
ト
は

内
需
・
消
費
拡
大

景
気
後
退
を
止
め
る
た
め
に
は

「
財
政
赤
字
」
や
「
国
債
大
量
発
行
」

を
恐
れ
な
い
、
と
い
う
構
え
は
い
い

と
し
て
も
、
そ
れ
が
従
来
同
様
「
投

資
主
導
」
型
経
済
と
い
う
の
で
あ
れ

ば
、
不
動
産
バ
ブ
ル
や
設
備
過
剰
な

ど
経
験
済
み
の
「
目
詰
ま
り
」
を
起

こ
さ
な
い
か
、
心
配
に
も
な
り
ま
す
。

こ
の
点
で
は
、
全
人
代
決
定
は
今

回
か
な
り
違
う
よ
う
で
す
。
清
華
大

学
・
公
共
管
理
学
院
の
周
招
傑
教
授

は
「
経
済
成
長
の
原
動
力
は
個
人
消

費
の
拡
大
に
あ
る
。
中
国
で
は
Ｇ
Ｄ

Ｐ
に
占
め
る
個
人
消
費
の
比
率
が
40

％
未
満
と
低
い
。
全
人
代
は
家
電
・

自
動
車
の
買
い
替
え
補
助
に
超
長
期

国
債
の
内
３
千
億
元
（
6.2
兆
円
）
を

充
て
る
と
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て

経
済
成
長
の
安
定
化
や
雇
用
創
出
、

産
業
構
造
の
最
適
化
に
プ
ラ
ス
効
果

が
見
込
め
る
」
（
日
本
経
済
新
聞
取

材
）
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

消
費
停
滞
の
構
造
に

メ
ス
を
入
れ
る

筆
者
は
中
国
の
経
済
成
長
は
「
投

資
」
偏
重
で
、
先
進
国
の
よ
う
に

「
消
費
」
主
導
と
は
な
っ
て
い
な
い

こ
と
を
問
題
視
し
て
き
ま
し
た
。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
100
と
し
た
場
合
「
消
費

の
貢
献
度
」
は
米
国
68
％
・
日
本
54

％
・
中
国
38
％
「
投
資
の
貢
献
度
」

は
米
国
21
％
・
日
本
26
％
・
中
国
42

％
で
す
。
中
国
で
消
費
の
貢
献
度
が

低
い
究
極
の
原
因
は
「
都
市
と
農
村

の
二
重
構
造
」
に
も
と
づ
く
「
経
済

格
差
大
、
貧
困
人
口
多
」
「
富
裕
層
・

中
間
層
も
少
」
と
い
う
構
造
、
す
な

わ
ち
人
口
の
多
数
が
豊
か
な
消
費
か

ら
排
除
さ
れ
て
い
る
と
い
う
構
造
に

あ
る
の
で
す
。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
規
模
は
大
き
く
て
も

「
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
」
で
は
台
湾

の
半
分
と
い
う
実
態
は
こ
こ
か
ら
来

て
い
る
の
で
す
。

（
山
本
恒
人
）
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全
人
代

中
国
は
社
会
の
深
部
に
届
く

政
策
を
探
っ
て
い
る
（
上
）

女
性
部
学
習
会
は
３
月
16
日
午
後
、

高
田
佳
誉
子
講
師
の
世
界
遺
産
編
最

終
回
を
行
な
い
ま
し
た
。

お
二
人
の
感
想
を
掲
載
し
ま
す
。

ラ
ブ
リ
ー
中
国
世
界
遺
産
学
習
会

に
、
休
ま
ず
参
加
で
き
て
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。
中
国
の
世
界
遺
産
の
多

さ
に
驚
き
、
初
め
の
頃
の
学
習
内
容

は
す
で
に
思
い
出
せ
な
い
く
ら
い
で

す
。
地
名
の
漢
字
が
読
め
た
ら
も
っ

と
記
憶
に
残
っ
て
い
た
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
回
を
か
さ
ね
、
中
国
に
関
係

す
る
報
道
や
国
際
ニ
ュ
ー
ス
が
身
近

に
な
り
、
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
少
数
民
族
の
文
化
、
芸
術
、

風
習
な
ど
知
り
た
い
こ
と
が
い
っ
ぱ

い
で
、
今
後
の
学
習
が
楽
し
み
で
す
。

最
後
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
遺
産
の

回
は
身
近
に
感
じ
、
関
心
が
高
く
、

も
っ
と
深
く
知
り
た
い
所
で
し
た
。

５
月
か
ら
の
古
典
の
学
習
は
、
歴

史
、
文
化
に
ふ
れ
て
、
テ
レ
ビ
の

「
中
国
古
典
ド
ラ
マ
」
に
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
森
岡
明
子
）

今
回
は
中
国
の
世
界
遺
産
シ
リ
ー

ズ
の
最
終
回
で
す
。
「
古
代
高
句
麗

王
国
」
と
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
な
ど

を
楽
し
み
ま
し
た
。

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
で
は
、
砂
漠
の
中

で
地
下
水
が
湧
き
出
る
所
に
オ
ア
シ

ス
都
市
が
あ
り
、
農
耕
民
と
遊
牧
民

が
交
易
し
て
商
売
が
盛
ん
に
な
る
。

地
下
水
は
ど
の
よ
う
に
し
て
溜
め
て

い
っ
た
の
か
？
皆
さ
ん
興
味
津
々
で

お
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

以
前
勉
強
し
た
「
都
江
堰
、
世
界

最
古
の
巨
大
な
水
利
施
設
」
秦
代
岷

江
の
氾
濫
を
防
ぐ
た
め
着
工
さ
れ
、

そ
れ
に
よ
り
現
在
で
は
「
天
府
の
国
」

と
言
わ
れ
る
豊
か
な
地
と
な
っ
て
い

ま
す
。
水
は
一
番
大
事
で
す
。

次
回
か
ら
は
ラ
ブ
リ
ー
中
国
古
典

編
。
漢
詩
、
故
事
成
語
、
物
語
。

楽
し
ん
で
勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
山
本
範
枝
）

女
性
部
学
習
会

ラ
ブ
リ
ー
世
界
遺
産
終
了

３
月
15
日
（
土
）
城
東
診
療
所
の

ホ
ー
ル
を
借
り
て
栗
原
小
巻
主
演
の

長
谷
川
テ
ル
「
望
郷
の
星
」
映
画
会

を
行
い
ま
し
た
。
い
つ
も
と
違
っ
て

今
回
は
新
聞
折
り
込
み
を
し
た
の
で

会
員
外
で
14
名
の
参
加
が
あ
り
、
合

わ
せ
て
33
名
と
い
う
今
ま
で
に
な
い

映
画
会
に
な
り
ま
し
た
。

残
念
な
こ
と
に
大
型
テ
レ
ビ
で
あ
っ

た
こ
と
、
そ
の
た
め
後
ろ
の
方
は
字

幕
が
見
え
に
く
か
っ
た
り
、
時
々
画

面
が
消
え
た
り
と
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ

り
ま
し
た
が
誰
も
動
じ
る
こ
と
な
く

長
谷
川
テ
ル
の
生
き
様
を
真
剣
に
考

え
ま
し
た
。

エ
ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
平

和
を
願
い
、
中
国
か
ら
留
学
中
の
エ

ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト

劉
仁
と
出
会
い
結
婚
。

日
中
戦
争
前
夜
自
ら

の
意
思
で
中
国
に
わ

た
り
、
日
中
戦
争
の

真
っ
只
中
、
日
本
の

兵
士
に
向
け
て
ラ
ジ

オ
か
ら
「
あ
な
た
た

ち
の
敵
は
こ
こ
に
は

い
ま
せ
ん
」
と
戦
争
の
中
止
を
訴
え

か
け
ま
し
た
。

そ
の
行
動
は
当
時
の
新
聞
で
「
売

国
奴
」
と
名
指
し
で
報
道
さ
れ
ま
し

た
が
テ
ル
は
「
お
望
み
で
あ
れ
ば
ど

う
ぞ
私
を
売
国
奴
と
呼
ん
で
く
だ
さ
っ

て
も
結
構
で
す
。
私
は
こ
れ
っ
ぽ
っ

ち
も
お
そ
れ
は
し
ま
せ
ん
。
む
し
ろ

私
は
他
民
族
の
国
土
を
侵
略
す
る
ば

か
り
か
、
な
ん
の
罪
も
な
い
無
力
な

難
民
の
上
に
こ
の
世
の
地
獄
を
現
出

さ
せ
て
平
然
と
し
て
い
る
人
々
と
同

じ
民
族
の
一
人
で
あ
る
こ
と
を
恥
と

し
ま
す
」
と
理
路
整
然
と
応
じ
ま
し

た
。中

国
各
地
を
夫
と
と
も
に
転
々
と

し
な
が
ら
、
最
後
は
中
国
東
北
部
の

街
で
34
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
り
ま
し

た
。
中
国
で
は
教
科
書
に
も
登
場
す

る
著
名
な
歴
史
的
人
物
と
し
て
扱
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
は
「
売
国

奴
」
「
非
国
民
」
の
レ
ッ
テ
ル
が
は

ら
れ
埋
も
れ
た
存
在
に
な
っ
て
い
ま

す
。あ

の
当
時
、
信
念
を
曲
げ
ず
戦
場

で
反
戦
、
平
和
を
訴
え
た
長
谷
川
テ

ル
と
い
う
人
物
の
こ
と
を
改
め
て
知

り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
映
画

会
で
１
名
の
加
入
が
あ
り
ま
し
た
。

（
森
脇
篤
子
）

城
北
支
部

映
画
観
賞
会
「
望
郷
の
星
」

い
ま
ま
で
に
な
い
参
加
で
盛
況

女
性
部

中
国
の
古
典
学
習
会

府
連
２
０
５
号

文
化
教
室

講
師：

高
田
佳
誉
子
さ
ん

５
月
18
日
午
後
２
時
か
ら

第
３
弾
「
ラ
ブ
リ
ー
中
国
古
典
編
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
「
ハ
ッ
ピ
ー
！

漢
詩
」
「
ナ
イ
ス
！
故
事
成
語
」

「
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
物
語
」
で
す
。

奇
数
月
の
第
３
日
曜
日

日
中
府
連

２
０
５
号
室

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

前
田
尋

き
り
絵
展

３
月
10
日
か
ら
15
日
、
50
回
を
超

え
た
神
戸
新
聞
連
載
の
「
ひ
ょ
う

ご
き
り
絵
探
訪
」
連
載
の
中
か
ら

20
点
余
り
を
マ
サ
ゴ
画
廊
で
展
示

し
ま
し
た
。

今
年
の
中
国
百
科
検
定

第
17
回
検
定

７
月
５
日(

土)

実
施
級

初
級
・
３
級
・
２
級

第
18
回
検
定

12
月
６
日(

土)

実
施
級

初
級
・
３
級
・
２
級

１
級
・
特
級

15
時
か
ら

堺
市
で
市
民
公
開
講
座

４
月
13
日
㊐
２
時
か
ら
堺
市
立

南
図
書
館
集
会
室
２
（
泉
北
高
速

鉄
道

泉
ヶ
丘
駅

南
西
３
０
０
ｍ

泉
ヶ
丘
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階
）

テ
ー
マ
「
戦
後
80
周
年
地
域
の

歴
史
を
探
る
」
和
泉
市
に
あ
っ
た

横
山
炭
鉱
「
こ
こ
で
も
朝
鮮
人
労

働
者
が
働
い
て
い
た
」

講
師
は

三
宅
美
千
子
さ
ん
（
和
泉
市
に
お

け
る
在
日
コ
リ
ア
ン
の
歴
史
を
考

え
る
会
）
参
加
費
500
円

主
催
は

南
区
合
同
会
議
・
日
中
堺
支
部

共
催：

市
民
懇
・
堺
平
和
委
員
会
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大
阪
の
西
区
に
勤
め
る
労
働
者
に

よ
っ
て
、
１
９
６
１
年
結
成
さ
れ
た

老
舗
の
支
部
で
す
大
阪
・
駐
中
国
領

事
館
は
西
区
に
あ
り
ま
す
。
50
年
誌
・

60
年
誌
も
作
成
し
ま
し
た
。

西
区
・
川
口
は
大
阪
の
玄
関
口
と

し
て
、
古
く
か
ら
外
国
人
が
出
入
り

し
、
貿
易
の
拠
点
と
し
て
も
大
い
に

賑
わ
っ
た
所
で
、
海
産
物
、
米
、
野

菜
も
大
阪
運
河
の
流
通
の
拠
点
と
し

て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

文
化
大
革
命
時
の
困
難
さ
を
克
服

し
て
、
20
年
で
組
織
は
倍
化
し
て
き

ま
し
た
、
そ
こ
に
は
本
部
組
織
５
原

則
に
添
い
組
織
要
求
に
て
毎
月
行
事

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

き
り
え
、
学
習
会
、
映
画
会
、
足

跡
の
旅
、
コ
ロ
ナ
前
は
食
の
会
・
中

国
訪
問
、
７
・
７
運
動
等
行
い
、
お

そ
ら
く
初
め
て
で
あ
っ
た
ろ
う
と
言

わ
れ
て
い
る
７
０
年
代
か
ら
の
太
極

拳
教
室
、
小
豆
島
全
国
合
宿
を
大
き

く
支
え
ま
し
た
。

百
科
検
定
試
験
で
は
第
１
回
か
ら

運
営
面
で
関
与
し
延
べ
受
験
合
格
者

56
名
で
す
。
ニ
ュ
ー
ス
は
毎
月
・
HP

も
25
年
経
過
し
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

大
阪
女
性
部
活
発
で
す
が
中
核
支

部
と
し
て
協
力
し
て
い
ま
す
、
大
都

市
ゆ
え
の
課
題
も
あ
り
太
極
拳
教
室

は
じ
め
と
す
る
会
場
確
保
の
困
難
さ

に
直
面
し
て
い
ま
す
。

組
織
の
若
返
り
も
未
来
を
見
つ
め

る
と
大
事
な
問
題
で
す
。
過
去
幾
多

の
危
機
を
乗
り
越
え
た
教
訓
を
胸
に

更
に
未
来
に
向
い
、
運
動
の
大
き
な

柱
で
あ
る
不
再
戦
平
和
を
堅
持
し
つ

つ
歩
ん
で
い
き
ま
す
。
（
平
松

悦
雄
）

西
支
部
紹
介

結
成
65
年
の
老
舗
支
部

「
中
国
残
留
日
本
人
二
世
に
聞
く

会
」
が
４
月
19
日
（
土
）
午
後
２
時

国
労
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

昨
年
12
月
浅
野
先
生
の
講
演
会
で

長
山
さ
ん
、
下
岡
さ
ん
に
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
い
へ
ん
大

き
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

（
府
連
通
信
３
月
号
既
報
）

一
方
的
に
話
を
「
聞
く
」
だ
け
で

は
な
く
、
意
見
を
言
っ
た
り
、
質
問

し
た
り
、
双
方
向
の
「
囲
む
会
」
の

よ
う
な
も
の
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

中
国
帰
国
者
二
世
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

「
中
国
残
留
孤
児
・
婦
人
二
世
が
人

間
の
尊
厳
を
も
っ
て
笑
顔
で
暮
ら
し

て
い
く
た
め
に
」
（
８
０
０
円
）
が

発
行
さ
れ
ま
し
た
。
二
世
た
ち
の
手

記
「
私
は
訴
え
ま
す
」
に
は
大
阪
府

連
か
ら
８
名
の
二
世
の
方
が
手
記
を

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

去
年
１
月
か
ら
６
月
ま
で
日
中
友

好
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
浅
野
先
生
の

「
中
国
残
留
日
本
人
・
中
国
帰
国
者

の
人
生
が
問
い
か
け
る
こ
と
」
や
帰

国
者
２
世
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
「
口
上

書
」
な
ど
資
料
も
収
め
ら
れ
て
い
ま

す
。４

月
９
日
（
水
）
午
後
１
時
か
ら

２
時
ま
で
「
ダ
イ
コ
ク
ド
ラ
ッ
グ
う

め
き
た
店
」
前
で
宣
伝
署
名
活
動
を

行
い
ま
す
。
城
北
支
部
の
３
名
の
他
、

支
援
委
員
、
常
任
理
事
の
皆
さ
ん
の

参
加
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
６
月

に
予
定
さ
れ
て
い
る
第
４
次
国
会
請

願
に
向
け
て
「
中
国
帰
国
者
二
世
の

生
活
支
援
を
求
め
る
請
願
署
名
」
を

頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

（
石
井

勉
）

中
国
帰
国
者
２
世
の
生
活
支
援
請
願
署
名

「
李
娃
伝
」
は
、
白
楽
天
の
弟
、

白
行
簡
（
は
く
こ
う
か
ん
）
の
作
で
、

才
子
佳
人
（
さ
い
し
か
じ
ん
）
小
説

の
代
表
で
す
。
才
子
と
は
詩
文
の
才

を
持
つ
風
流
人
、
す
な
わ
ち
科
挙
受

験
生
で
す
。
佳
人
と
は
才
子
を
満
足

さ
せ
る
美
女
、
す
な
わ
ち
妓
女
で
す
。

父
の
期
待
を
背
負
っ
て
長
安
に
科

挙
受
験
に
来
た
生
（
生
と
は
知
識
人

の
意
味
。
こ
こ
で
は
若
者
と
す
る
）

が
、
名
妓
李
娃
に
夢
中
に
な
り
ま
す
。

李
娃
は
若
者
か
ら
身
ぐ
る
み
を
は

が
す
と
、
仮
母
（
遣
手
婆
）
と
一
緒

に
姿
を
く
ら
ま
せ
ま
す
。
若
者
は
病

気
に
な
り
死
に
か
け
た
と
こ
ろ
を
、

葬
儀
屋
に
助
け
ら
れ
て
挽
歌
う
た
い

に
な
り
ま
す
。

あ
る
時
、
町
で
歌
っ
て
い
る
と
、

長
安
に
来
て
い
た
若
者
の
父
親
が
老

僕
を
伴
っ
て
通
り

か
か
り
ま
す
。
老

僕
が
若
者
に
気
付

き
父
の
元
へ
連
れ

て
行
き
ま
す
が
、

父
親
は
、
家
の
恥
さ
ら
し
と
の
の
し

り
、
若
者
を
鞭
打
っ
て
見
捨
て
ま
す
。

若
者
は
全
身
が
た
だ
れ
満
足
に
歩

く
こ
と
も
で
き
ず
、
物
乞
い
に
行
っ

た
先
が
李
娃
の
家
で
し
た
。
李
娃
は

自
分
の
し
た
こ
と
を
悔
い
て
若
者
を

引
き
取
り
勉
強
を
さ
せ
ま
す
。

若
者
は
科
挙
に
合
格
し
高
官
に
任

命
さ
れ
ま
す
。
父
親
に
会
い
に
行
く

と
父
親
は
泣
い
て
喜
び
、
李
娃
を
若

者
の
正
式
の
妻
に
す
る
と
言
い
ま
す
。

「
李
娃
伝
」
に
は
、
李
娃
、
若
者
、

父
親
の
行
動
、
市
井
人
の
生
き
方
な

ど
、
昔
の
中
国
社
会
が
現
れ
て
い
ま

す
。
科
挙
受
験
の
た
め
、
地

方
か
ら
長
安
に
出
て
き
た
若

者
が
妓
女
と
ど
ん
な
関
係
に

な
る
の
か
。
妓
女
は
ど
ん
な

暮
ら
し
を
し
て
い
る
の
か
。

長
安
の
賃
貸
住
居
、
葬
儀
屋
、

乞
食
、
乞
食
に
食
べ
物
を
恵

む
人
々
の
様
子
な
ど
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
李
娃
伝
」
で
は
、
父
親

が
妓
女
を
息
子
の
正
式
の
妻
に
し
よ

う
と
し
ま
す
。
官
僚
社
会
で
は
あ
る

ま
じ
き
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
展
開

に
し
た
の
は
、
支
配
階
級
の
男
性
が

求
め
る
女
性
像
を
描
く
た
め
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

家
系
と
出
世
の
た
め
に
す
る
結
婚

に
は
、
男
女
間
に
ほ
ぼ
愛
情
は
あ
り

ま
せ
ん
。
男
は
家
の
外
に
都
合
の
よ

い
愛
を
求
め
ま
し
た
。
自
分
に
愛
情

を
注
い
で
く
れ
、
か
つ
出
世
に
役
立

つ
女
性
と
い
う
理
想
像
を
、
李
娃
に

求
め
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

（
高
田

佳
誉
子
）

唐
代
伝
奇
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ

第
８
回

李
娃
伝
（
り
あ
で
ん
）

西
支
部
３
月
行
事
は
３
月
23
日
、

２
０
２
５
年
日
中
カ
レ
ン
ダ
ー
・

１
０
６
枚
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
し

て
の
恒
例
の
学
習
会
で
す
、
日
中
の

絆
を
強
め
る
意
味
か
ら
も
学
ん
で
中

国
を
巡
り
知
る
旅
で
す
。
ス
ー
ツ
も

ハ
ー
ド
ケ
ー
ス
も
要
り
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
に
於
い
て
中
国
訪
問
旅

行
も
控
え
ら
れ
、
中
国
写
真
も
少
な

い
せ
い
か
限
ら
れ
た
所
が
多

く
地
域
も
一
部
偏
っ
て
来
て

い
る
感
じ
で
す
。
ビ
ザ
無
し

に
な
っ
た
昨
今
来
年
に
期
待

す
る
所
も
多
く
あ
り
ま
す
。

台
湾
で
は
台
湾
有
事
と
叫

ば
れ
た
こ
と
も
あ
り
少
し
深

堀
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

明
治
以
後
初
の
海
外
出
兵
で

あ
っ
た
牡
丹
社
事
件
、
日
清

戦
争
後
植
民
地
に
な
っ
て
35

年
後
に
起
き
た
霧
社
事
件
、

日
本
敗
戦
に
よ
り
解
放
さ
れ

た
後
の
２
・
28
事
件
、
そ
し
て
蒋
介

石
親
子
政
権
下
で
の
戒
厳
令
、
そ
の

関
係
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
、
日
本
植

民
地
時
代
が
よ
か
っ
た
と
言
う
声
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
決
し
て
歴
史

的
に
観
て
肯
定
出
来

る
も
の
で
は
な
い
、

２
・
28
事
件
も
戒
厳

令
解
除
後
真
相
が
明

ら
か
に
さ
れ
、
記
念

館
も
出
来
ま
し
た
。

同
じ
く
韓
国
で
起

き
た
４
・
３
事
件
こ

れ
も
真
相
が
明
ら
か

に
さ
れ
記
念
館
も
あ

り
賠
償
等
し
て
い
ま

す
。
戦
後
80
年
日
本

は
ど
う
で
し
ょ
う
、

戦
前
戦
中
の
治
安
維

持
１
０
０
年
で
す
。

戦
後
の
レ
ッ
ト
パ
ー
ジ
や
国
鉄
三

大
事
件
は
い
ず
れ
も
闇
の
中
で
す
。

カ
レ
ン
ダ
ー
学
習
会
を
通
じ
て
戦

後
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
と
実
感

し
ま
し
た
。

（
平
松
悦
雄
）

西
支
部

日
中
カ
レ
ン
ダ
ー
学
習
会

関
西
ブ
ロ
ッ
ク
太
極
拳

交
流
会
㏌
和
歌
山

５
月
10
日
か
ら
11
日
、
和

歌
山
ビ
ッ
グ
ウ
ェ
ー
ブ
・
メ

イ
ン
ア
リ
ー
ナ
で
、
久
し
ぶ

り
に
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
太
極
拳

交
流
会
を
計
画
し
ま
し
た
。

会
場
は
JR
和
歌
山
駅
か
ら

15
分
、
宿
泊
は
紀
三
井
寺
近

く
の
温
泉
ホ
テ
ル
で
す
。

練
習
種
目
は
24
式
太
極
拳
、

48
式
、
扇
の
予
定
で
す
。

陳
式
太
極
拳
講
習
会

３
月
23
日
か
ら
北
ス
ポ
ー

ツ
体
育
館
で
第
51
回
講
習
会

が
始
ま
り
ま
し
た
。

第
６
期
１
回
目
は
引
き
続

き
第
４
段
を
練
習
し
ま
す
。

中
国
の
歴
史

出
前

学
習
会
は
じ
め
ま
す

府
連
女
性
部
と
百
科
検
定
委
員

会
が
コ
ラ
ボ
し
た
、
全
５
回
の
歴

史
出
前
学
習
会
を
始
め
ま
す
。
支

部
の
集
ま
り
で
も
、
有
志
の
集
ま

り
で
も
、
講
師
が
お
じ
ゃ
ま
し
ま

す
。
内
容
は
、
第
１
回

古
代
～

漢

第
２
回

魏
晋
南
北
朝
～
唐

第
３
回

宋
・
元

第
４
回

明
・

清

第
５
回

近
現
代
史
（
日
清

戦
争
～
改
革
開
放
）
１
回
だ
け
で

も
、
５
回
順
番
に
で
も
、
よ
ろ
こ

ん
で
！
百
科
検
定
の
勉
強
や
仲
間

づ
く
り
の
企
画
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
い
ま

す

お
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル
へ

g
a
o
ti

a
n@

s
co

r
p
io

.
za

q
.j

p

主
催：

大
阪
府
連
女
性
部
・

大
阪
府
連
百
科
検
定
委
員
会

担
当：

高
田
佳
誉
子

中
国
残
留
日
本
人

２
世
に
聞
く
会

４
月
19
日
（
土
）

午
後
２
時
～
４
時

国
労
会
館

長
山
さ
ん
、
下
岡
さ
ん
、

他
中
国
残
留
日
本
人
２
世

数
名
が
お
話
し
ま
す
。


